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              平成 27 年度 第 2 回三重 NBC 災害・テロ対策研修プログラム           資料１-1 

 

 

 
［第１日目］ 12 月 24 日（木）  

  0830-0900 受付                                        

0900-0905 開会挨拶                                     日本中毒情報センター 代表理事 吉岡 敏治       

 0905-0920 「本研修について 」                                               東京医科歯科大学 大友 康裕 

 0920-1000 「NBC 総論」－テロ・災害時の連携、ＪＰＩＣの化学災害対策を中心に－       日本中毒情報センター 吉岡 敏治  

 1000-1040 「化学兵器総論（化学剤、ゾーニング、除染、ＰＰＥ）」                  環境省（元 陸上自衛隊） 中村 勝美 

 1040-1050 休憩            

 1050-1130 「化学テロ・災害、事例検討」                                    日本中毒情報センター 水谷 太郎     

 1130-1210 「生物災害」                                             国立感染症研究所 松井 珠乃 

 1210-1300 昼食  

 1300-1340 「放射線災害、事例検討」                                  放射線医学総合研究所 立崎 英夫                      

 1340-1420 

「サーベイメーターの使用法および実習」                         放射線医学総合研究所 立崎 英夫 

                                                                  放射線医学総合研究所 齋藤 和典 

放射線医学総合研究所 柏場 進吾 

放射線医学総合研究所 田中  泉 

 1420-1430 休憩 

  1430-1450 「爆傷・災害対応」                                                           日本医科大学 布施  明     

 1450-1550 「NBC テロ診療手順 デモと解説」 

東京医科歯科大学 大友 康裕 

藤沢市民病院 阿南 英明 

日本医科大学 布施  明 

米盛病院 岩間  直 

【協力者】川崎市立川崎病院 大城 健一 

 

1550-1610 
「医師向け専門講義（Ｃ：20 分）」〈医師・看護師のみ〉 

日本中毒情報センター 吉岡 敏治 
15:50-16:50 

「事務向け講義」 〈調整員のみ〉 

（国民保護法、地域連携、連携モデル） 

 

救急振興財団・北九州市危機管理 郡山 一明 

1610-1630 
「医師向け専門講義（Ｂ：20 分）」〈医師・看護師のみ〉 

国立感染症研究所 松井 珠乃 

1630-1650 
「医師向け専門講義（Ｎ：20 分）」〈医師・看護師のみ〉 

放射線医学総合研究所 立崎 英夫 

1650-1700 休憩 

 1700-1900 「机上演習（化学災害院内対応）」                              日本中毒情報センター 水谷 太郎        
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 ［第２日目］  12 月 25 日（金）                                               資料１-2 

 0830-1200 

「模擬患者を用いた診療実習」<医師・看護師のみ> 

東京医科歯科大学 大友 康裕 

藤沢市民病院 阿南 英明 

      災害医療センター 小井土 雄一 

武蔵野赤十字病院  勝見  敦 

山形県立救命救急センター 森野 一真 

日本医科大学 布施  明 

静岡県立総合病院 登坂 直規 

放射線医学総合研究所 立崎 英夫 

米盛病院 岩間  直 

                  前橋赤十字病院 高橋 栄治 

                    災害医療センター 小笠原 智子 

【協力者】 川崎市立川崎病院 大城 健一 

「事務向け講義（院内対応）」<調整員のみ> 

                  鳥取大学医学部 本間 正人 

                      災害医療センター近藤 久禎 

                     村山医療センター 楠  孝司 

水戸医療センター佐藤 和彦 

              信州上田医療センター高野 博子 

                 

 

 

 

 

 

 

 1200-1300 昼食 （ 「トリアージと除染」 ・ 「防護具の正しい装着・脱衣方法」  ビデオ放映 各 10 分 ） 

 1300-1500 
「机上演習（スローオンセット）」                                           災害医療センター  近藤 久禎 

 国立感染症研究所 大日 康史 

 1500-1510 休憩 

 1510-1650 筆記試験・実技試験 

  1650-1700 休憩 

1700-1820 「総合演習（実技訓練）へ向けての NBC エマルゴ」                         鳥取大学医学部 本間 正人 

   防護服着脱演習                                                神戸大学医学部附属病院 西山  隆 他 

 1820-1830 合格発表                                           

   

 ［第３日目］ 12 月 26 日（土） 

 0830-1030 

「パネルディスカッション （関係機関の災害医療体制と対応）」     司会：日本中毒情報センター     嶋津 岳士 

                                                     パネリスト：厚生労働省            葛西 毅彦 

                                                               警察庁                  石飛  昇 

                                                               消防庁                  新村 満弘 

環境省（元 陸上自衛隊）   中村 勝美 

                                                日本中毒情報センター   黒木 由美子 

 1030-1115 総合演習(説明) と設営                                                   鳥取大学医学部 本間 正人 

 1115-1215 昼食 （着替え） 

 1215-1615 

「総合演習（実技訓練）」                      鳥取大学医学部 本間 正人、東京医科歯科大学 大友 康裕、 

神戸大学医学部附属病院 西山 隆、武蔵野赤十字病院 勝見 敦、 

静岡県立総合病院 登坂 直規、米盛病院 岩間 直、

                     前橋赤十字病院 高橋 栄治、災害医療センター 小笠原 智子、 

村山医療センター 楠 孝司、水戸医療センター 佐藤 和彦、 

【協力者】 川崎市立川崎病院 大城 健一           

 1615-1630 講評                                                                 東京医科歯科大学 大友 康裕 

 


